
1 学校名 Associacao Harmonia de Educacao e Cultula

2 住所 Av.Caminho do Mar,2709　Sao Bernardo do Campo-S.P.　Cep;09611-000

3 電話・　e-mail HP Tel;4368-9355
E-Mail：mkmotomura@gmail.com
http://www.ceharmonia.com.br/

4 創設者名

5 現理事長名

6 開設時期

7 沿革 1953年アルモニア教育文化協会の前身であるサンパウロ学生会より、二、三世の
子弟教育のための学生寮として発足し、その後1993年に州政府によって総合学園
として認可された。

8 教育理念 礼儀作法を教え、人間を造る

9 教育目標 ・アニメやマンガ、高校１・２・３年　能力試験３級を目標にすることを検討中

10 生徒数 420人（日系人　30%）　幼稚園から高校まで
全日制（７：３０～１７：００）は父母にとって魅力

11 日本語教師 ４名（３世１名、４世１名、非日系２名）
教師の意見：「クラスの人数が多いので監督が大変」、「能力試験の教材（おとぎ話
やドラエモン当の本、ＤＶＤ等の視聴覚機材）が増えているが勉強をしたい子としたく
ない
子が半々ぐらい）、「学期途中入学の子ども（３～４人）に日本語学習のモチベーショ
ンを与えるのは難しい」、「中３で入って来ると日本語は分からない」、「日本語をもっ
と勉強したい」、「日本語の教え方を習いたい」、「漢和辞典や日葡辞典、葡日辞典
が少ない」

12 日本語・日本文化教育課程 全日制　日本語は義務養育

13 教科書

14 施設

15 日本の学校との交流

16 機構への要望 日本語・日本文化を教える専門家がに来て欲しい（日本で外国人に日本語を教えて
いる先生やコンサルタント、費用負担可）。ただし加盟コレジオ全部で呼ぶのはレベ
ルが違うので難しい。先生の日本での研修が必要。カリキュラム作成が重要（ＪＩＣＡ
からの派遣教師に作成を依頼中）。
機構傘下日系コレジオの中のパラ州の２校は、サンパウロでの会議に出られない、
ＪＩＣＡ研修時に柔軟な対応をＪＩＣＡに求めたい。
日本の進出企業は英語は必要だが日本語・日本文化は不要と思っているところが
問題。教材入手の方法要検討（本屋を通さないで入手する）。

17 備考 ＪＩＣＡからの派遣教師を日本から受け入れているが、派遣教師と当学園の日本語教
師間の時間外交流は労働組合があり難しい。

 

２．　アルモニア学園




